
美
人
東
海
道
と
保
永
堂
版
東
海
道
を

　
　
　
「
見
比
べ
る
」

　
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内　

江
戸
日
本
橋
之
図
」
の
背
景
は
広
重
の

保
永
堂
版
東
海
道
「
日
本
橋　

朝
之
景
」
の
構
図
を
用
い
て
い
ま
す
。

広
重
の
作
品
で
は
橋
の
上
に
大
名
行
列
の
出
立
風
景
が
描
か
れ
ま
す

が
、
国
貞
は
橋
の
上
は
荷
を
満
載
し
た
大
八
車
、
橋
の
手
前
は
天
秤
棒

を
担
い
だ
棒
手
振
り
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
画
面
左
上
に
は
富
士
山
が
書
き
加
え
ら
れ
、
正
月
の
風
情
で

し
ょ
う
か
、
並
ぶ
よ
う
に
凧
が
揚
が
っ
て
い
ま
す
。
手
前
の
女
性
の
振

り
袖
の
柄
も
梅
で
、
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
人
東
海
道
は
、
保
永
堂
版
東
海
道
の
構
図
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
国

貞
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
工
夫
が
巧
み
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
図
を
見
比
べ

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
描
き
方
の
違
い
を
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

　
「
美
人
東
海
道
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

歌
川
国
貞
(
三
代
豊
国
)(
一
七
八
六

-

一
八
六
五
)

の
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」
は
、
天
保
四
年(
一
八

三
三
)
頃
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
背
景
に
東
海
道
の
各

宿
場
の
風
景
、
手
前
に
は
女
性
が
各
地
に
関
連
し
た

風
俗
で
描
か
れ
、
宿
場
と
女
性
の
間
は
雲
で
隔
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
紙
の
大
き
さ
は
中
判
で
、
浮
世
絵
の

一
般
的
な
サ
イ
ズ
で
あ
る
大
判
の
半
分
で
す
。
中
判

に
す
る
目
的
は
、
版
木
や
紙
の
節
約
に
な
る
の
と
同

時
に
、
土
産
物
と
し
て
携
帯
す
る
の
に
便
利
な
大
き

さ
で
し
た
。

　

美
人
東
海
道
の
背
景
に
は
、
歌
川
広
重
(
一
七
九

七-

一
八
五
八
)
の
代
表
作
「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
」

(
通
称
：「
保
永
堂
版
東
海
道
」)
を
引
用
す
る
図
が
多

数
含
ま
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、
宮
か
ら

京
都
ま
で
(
四
日
市
除
く
)
は
複
数
の
名
所
図
会
(
江

戸
時
代
の
い
わ
ゆ
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
)
か
ら
の

引
用
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
貞
の

作
品
が
広
重
の
作
品
に
先
行
し
て
出
版
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
国
貞
(
三
代
豊
国
)
は
既
に
江
戸
で
美
人

絵
と
役
者
絵
で
人
気
を
得
て
い
た
浮
世
絵
師
で
し
た

が
、
引
用
元
と
な
る
保
永
堂
版
東
海
道
を
手
掛
け
た

広
重
は
、
ま
だ
知
名
度
の
低
い
絵
師
で
し
た
。
一
説
に

よ
る
と
、
版
元
が
国
貞
人
気
に
あ
や
か
っ
て
保
永
堂
版

東
海
道
を
宣
伝
す
る
た
め
、
国
貞
に
依
頼
し
て
描
い
て

も
ら
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
美
人

東
海
道
の
落
款
に
は
「
応
需　

国
貞
画
」
と
記
さ
れ
て

い
る
図
が
多
数
あ
り
、
国
貞
が
「
求
め
に
応
じ
て
」
制

作
し
た
こ
と
を
鑑
賞
者
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
、
美
人
東
海
道
と
共
に
保
永
堂
版
東
海

道
(
戸
塚
、
藤
沢
の
図
以
外
は
高
見
沢
版
画
研
究
所
に

よ
る
復
刻
版
)
を
並
べ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
両
図
の

共
通
点
や
相
違
点
を
見
比
べ
な
が
ら
、
美
人
東
海
道
に

描
か
れ
た
風
景
や
女
性
た
ち
の
装
い
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

歌
川
広
重

「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内　
日
本
橋　
朝
之
景
」

(
高
見
沢
版
画
研
究
所
に
よ
る
復
刻
版
)

歌
川
国
貞

(
三
代
豊
国
)
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内　
江
戸
日
本
橋
之
図
」

歌
川
国
貞(

三
代
豊
国)

「
東
海
道
五
十
三
次
之
内　
吉
原
図
」
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世
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り
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美
人
東
海
道
の
風
景
に
み
る

　
　

国
貞
と
広
重
の
つ
な
が
り

美人東海道と保永堂版  一体何がつながっている！？
国貞の                          広重の

「
香
蝶
楼
国
貞
画
」
と
記
さ
れ
た

落
款
の
横
に
は
「
応
需
」
の
文
字
。



　

銅
版
画
に
は
大
き
く
分
け
て
直
刻

法
と
腐
蝕
法
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

日
本
に
お
け
る
腐
蝕
法
の
銅
版
画
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
の
腐
蝕
銅
版
画
は
司
馬
江
漢

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
享
保

五
年
(
一
七
二
〇
)
に
漢
訳
洋
書
の

輸
入
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
江
漢

が
西
洋
の
腐
蝕
銅
版
画
の
説
明
を
解

読
し
た
り
独
自
に
工
夫
を
重
ね
た
り

し
た
末
に
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

江
漢
が
開
発
し
た
銅
版
画
は
そ
の

後
浮
世
絵
に
も
影
響
を
与
え
ま
す

が
、
洋
学
の
取
締
ま
り
な
ど
が
原
因

と
な
り
江
戸
で
は
衰
退
し
て
い
き
ま

す
。
一
方
で
洋
学
に
対
し
て
締
め
付

け
が
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
京
都
で
は

盛
ん
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
京
都
の
銅
版
画
家
の
中
に
、

初
代
玄
々
堂
の
松
本
保
居
と
い
う
人

物
が
い
ま
す
。
初
代
玄
々
堂
は
細
か

い
表
現
を
得
意
と
す
る
銅
版
画
の
な

か
で
も
特
に
細
か
い
微
塵
絵
を
制
作

し
て
い
ま
し
た
。

　

岡
田
春
燈
斎
は
京
都
で
初
代
玄
々

堂
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
銅
版
画
家
で

す
。
や
は
り
微
塵
絵
を
よ
く
手
が
け

ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
も
実
に
細

か
い
、
春
燈
斎
の
微
塵
絵
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
細
か
く
描
か

れ
て
い
る
か
、
ぜ
ひ
展
示
室
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

宮
宿
は
熱
田
神
宮
の
門
前
町
で
、「
東
海
道
五
十
三
次
之
内　

宮
之
図
」
の
画
面
左
手
に
は

見
切
れ
る
よ
う
に
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
国
貞
は
、
宮
宿
か
ら
名
所
図
会
(
江
戸
時
代

の
い
わ
ゆ
る
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
)
を
参
考
に
宿
場
の
風
景
を
描
い
た
と
言
わ
れ
、
本
図
で

は
東
海
道
名
所
図
会
(
一
七
九
七
)
の
宮
の
図
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

東
海
道
名
所
図
会
で
は
、
浜
鳥
居
一
帯
の
地
域
を
俯
瞰
的
に
捉
え
て
い
ま
す
。
国
貞
は
、〇

印
を
つ
け
た
箇
所
の
視
点
か
ら
を
参
考
に
風
景
を
捉
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
帆
を

広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
船
の
図
案
な
ど
は
、
国
貞
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
思
わ
れ
ま
す
。
手
前
の

女
性
は
右
手
に
神
事
で
用
い
る
神
楽
鈴
を
持
ち
、
熱
田
神
宮
の
巫
女
に
扮
し
た
も
の
で
し
ょ

う
。

岡田春燈斎 「相州鎌倉惣図並富嶽遠景」 （9.5×14.4cm）　　　　　　　　　　

歌川国貞 （三代豊国） 「東海道五十三次之内　宮之図」

秋里籬島　著 「東海道名所図会　巻ノ三　宮」

　

国
貞
は
広
重
よ
り
も
十
歳
年
上
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
浮
世
絵
師
と
し
て
第
一
線
で
活
躍

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
広
重
を
応
援
す
る
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
美
人
東
海
道
に
保
永
堂
版
を

引
用
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
国
貞
は
浮
世
絵
界
の
大
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
た
め
、

保
永
堂
版
の
売
れ
行
き
は
国
貞
の
知
名
度
に
よ
る
効
果
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

実
際
、
二
人
は
仲
が
良
か
っ
た
よ
う
で
国
貞
と
広
重
の
合
筆
で
あ
る
東
海
道
の
宿
場
を
描

い
た
「
双
筆
五
十
三
次
」(
一
八
五
四
)
は
国
貞

が
人
物
を
、
広
重
が
背
景
を
描
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
年
下
の
広
重
は
先
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
国
貞
は
広
重
の
た
め
に
追
悼
の
肖
像
で

あ
る
死
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。
国
貞
と
広
重
の
強

固
な
「
つ
な
が
り
」
の
軌
跡
は
作
品
を
通
じ
て
、

現
代
の
私
た
ち
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歌川国貞 （三代豊国） 歌川広重
「双筆五十三次　藤澤」

岡
田
春
燈
斎

日
本
の
銅
版
画

▲▼顔をよく近づけないと見えないほど小さい文字がびっしり。
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美
人
東
海
道
と
名
所
図
会
を
「
見
比
べ
る
」

あっちはビジンでこっちはミジンだ！

ピックアップ　銅版画家　岡田春燈斎の微塵絵

国
貞
と
広
重
の

「つ
な
が
り
」

おか　 だ しゅん とう さい　 　　　み　 じん　え
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